
令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
が

10
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
海
部
南
部
水
道
企
業
団
負

担
金
事
務
な
ど
を
含
む
令
和
４

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

10
号
）
を
審
議
し
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

佐藤仁志、
板倉克典議員

本市におけるフリースクール設立支援の
緊急性はない。厚生文教委員会で議論され
た内容から鑑みても、適応指導教室アクテ
ィブが補っていると考え、本市として、今は
慎重に見守っていくことが最良と考える。

学校へ行かない子や保護者の心労を考え、衆
参議院付帯決議の内容を一刻も早く国へ求める
必要がある。アクティブになじめない人も多数い
る。フリースクールは月額3万3千円と推計され
ており、補助があれば誰もが通うことができる。

高橋八重典議員

討
論
討
論

反対 賛成請願第4号に対して

12
月
定
例
会
は
、
12
月
20
日
か
ら
令
和
５
年
１
月
24

日
ま
で
の
36
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
市
長
所
信
表
明
の
後
、
全
会
一
致
で
人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
適
任
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
及
び
、
令
和
４
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
弥
富
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て
、
弥
富
市
い
こ
い
の
里
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
弥
富
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
は
じ
め
14
議
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
「
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多
様

な
学
習
機
会
の
確
保
の
た
め
の
経
済
的
支
援
制
度
の
確

立
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
、
審
議
し
、
議

案
は
全
て
原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
、
請
願
は
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
提
案
さ
れ
た
14
議
案
を
可
決
し
、
請

願
に
対
し
て
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
発
議
３

件
が
提
案
さ
れ
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び

に
定
期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
を
全
会
一

致
で
可
決
し
、
発
議
第
９
号
、
第
10
号
は
賛
成
少
数
に

よ
り
否
決
し
ま
し
た
。
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問　
定
数
管
理
と
交
付
税
へ
の

影
響
は
。

答　
中
長
期
的
に
適
正
な
定
数

管
理
に
努
め
る
。

　
交
付
税
に
影
響
は
な
い
。

問　

17
時
以
降
の
利
用
状
況
は
。

な
ぜ
閉
館
を
早
め
た
の
か
。

答　
一
般
利
用
の
実
績
が
な
い
。

　
効
率
的
な
管
理
を
す
る
た
め
。

問　
期
末
手
当
の
値
上
げ
の
根

拠
は
。

答　
社
会
情
勢
が
反
映
さ
れ
る

も
の
。

♦
請
願
事
項

　
意
見
書
を
採
択
し
、
政
府
・

関
係
省
庁
へ
提
出
を
求
め
る
。

本
会
議
初
日

本
会
議
初
日

議
案
質
疑

議
案
質
疑

第
3
回
臨
時
会

第
3
回
臨
時
会

本
会
議

最
終
日

本
会
議

最
終
日

弥
富
市
職
員
の
定
年
に
関
す
る

条
例
等
の一部
改
正
に
つ
い
て

弥
富
市
い
こ
い
の
里
条
例
の

一部
改
正
に
つ
い
て

「
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多
様
な

学
習
機
会
の
確
保
の
た
め
の
経
済
的

支
援
制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

発
議
第
9
号

世
界
平
和
統一家
庭
連
合（
旧
統一教
会
）

関
連
団
体
等
の
反
社
会
的
団
体
と一線
を

画
し
、関
係
を
断
ち
切
る
決
議
に
つ
い
て

反社会的な組織と政治家
が関わることはお墨付きを与
え、被害が拡大することにつ
ながる。決議することで被害
者の相談しやすい体制が確立
し、被害を防ぎやすくなる。

板倉克典議員 賛成否決発
議
第
10
号

世
界
平
和
統一家
庭
連
合
と
の

関
係
を
断
ち
切
り
被
害
防
止
及
び

救
済
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

被害者救済は急務で、
被害者救済法を更に実効
性のあるものにしていく
必要がある。国に誠実な
対応を行うよう求めてい
く必要がある。

板倉克典議員 賛成否決 意
見
書
の
提
出

積極的に説明責任が果たされておらず、判断できない。
十四山公民館の教室は、まだ使用されている状況なの

でもう少し様子見するべき。いこいの里は利活用してい
くことを考え、利用がないからといって廃止するべきで
はない。

佐藤仁志、那須英二議員反対
議案第76,78号に対して可決

定年延長で給料が減らさ
れる根拠がない。新規採
用、新卒が減る事実に直面
するため賛同できない。

那須英二議員反対
議案第71号に対して可決

給与アップが大企業に限ら
れている。公務員の給料は生
計費なので物価水準に合わせ
る必要があるが、特別職は合
わせる必要はない。

那須英二議員反対
議案第72,73号に対して可決

♦
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助

成
並
び
に
定
期
接
種
化
を
求
め

る
意
見
書

提
出
先
【
厚
生
労
働
大
臣
、
財

務
大
臣
】

不採択

弥
富
市
議
会
の
議
員
報
酬
、費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

 
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

10
月
臨
時
会・12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

行
政
視
察
報
告

広
報
編
集
特
別
委
員
会
取
材・

議
案
等
の
賛
否
状
況一覧

一般
質
問

お
し
ら
せ
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